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問いの構造化

生徒の変容

評価
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「yes and…」を大切にした探究的な学び「探究ナビⅠ」の実践詳細

酒井将平

keyword：ICE モデル、「yes and…」、ファシリテーション、生徒主体の学び

１ 実践の学年、科目、授業、単位数、単元、時期、場面等は？
◎１年生、２時間連続の必修授業「探究ナビⅠ」 （２単位）における実践。
◎全クラス共通の１年間の取り組み。
◎単元は「クラス開き」「コミュニケーション」「防災」「仕事」「劇づくり」。
◎毎学期、５段階で評定をつける。
◎２クラスが同じ時間に授業を行い、２クラス合わせて４人の教員が担当する。

　　 ＊�「探究ナビ」は、「総合的な探究の時間」を見据え、「総合的な学習の時間」の代わりに取り組んでいた授業です。２時間連続、３学
年の必修授業で、開設当時から授業の役割分担、評価のつけ方など試行錯誤が繰り返されていました。私が赴任したのが開設６年目。
この実践は「探究ナビⅠ」の１年間の実践について、筆者が関わるようになった７年目から９年目までの実践を総括的にまとめたも
のです。

２ どんな動機や背景、課題があったか？

❶授業の意義の共有

　「何のためにこの授業をしなといけないのかわからない」「探究ナビⅠ」の授業に取り組む中で、　　
生徒や教員からこのような声がありました。「探究ナビⅠ」では、１年間の集大成として単元「劇づくり」
に取り組みます。外部講師に協力してもらい、12 月から２月まで、グループで劇をつくっていきます。
とても大きな単元ですが、そこまでして「劇づくり」に取り組む意義を、生徒や教師と共有することが
できずにいました。

❷探究的なものの見方

　探究的な学びにおいて、コミュニケーション能力はとても重要となります。しかし、生徒を見ている
と、相手や状況が変わるとコミュニケーションをとれなくなることがありました。社会では、どんな相
手や状況でも上手に関わることが求められます。コミュニケーションの仕組みや機能について、基礎か
ら学ぶ機会を設定することができていないのではないかと考えました。

❸協働することの意義 

　探究的な活動を進めていくと、うまくいかないことや苦しい状況にも直面します。与えられた役割に
は頑張って取り組んでいるのですが、それでも活動が停滞してしまうことが多く見られました。お互い
が関わりあう中で、それでも楽しいと思えるものにしていく必要があると考えました。
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成果と課題

① ICE モデルに基づいた授業デザインによって授業内容の意義を共有することができた。
② �ICE モデルに基づいた振り返り用紙を用いて「yes and…」について問うことで、協働、創造に　　　　　　

対する意欲が高まった。
③�対話の仕組みや意義を考えるために「生徒がファシリテートする」を意識することで、教師の見

取りが変わった。
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３ ICE ルーブリックへの位置づけ
　❶について、ICE モデルを導入し ICE ルーブリックを設定しました。そして、３学期の単元「劇づくり」
と１学期の単元「コミュニケーション」を貫く観点として「問い」を設定しました。

　❷に関して、探究的な学びのものの考え方として、「yes and…」という観点を設定することにしました。
「yes and…」は、相手を肯定的に受け止めて、やりとりを行うための考え方で、異質なものを前提とし
て新たな価値を生み出すときに力を発揮します。

　❸に基づいて、他者との協働を学びの焦点とするため「ファシリテーション」という観点を設けました。
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４ どのように実践したか？
❶のために：ICE モデルに基づいた授業デザイン

　まず、ICE ルーブリックと問いによって授業デザインを行いました。「探究ナビⅠ」には外部講師も
関わってくれています。ICE ルーブリックと問いを掲載した振り返り用紙を作り、これを教師、外部講
師、生徒の間で共有することにしました。

❷のために：「yes and…」を問う振り返り用紙

　「コミュニケーション能力」という漠然とした言葉の代わりに、「オファー」、「受け止める」、「yes 
and...」という考え方を取り入れることにしました。これは、絹川（2002：66）［１］ を元にして対話を
捉えようという試みです。

◎「オファー」：何らかの情報を、意識的あるいは無意識に発信すること。
◎「受け止める」：何らかの情報を、能動的に受信すること。
◎「yes and…」：肯定的に受け止めて返すこと。

　探究的なものの考え方として大切なのは「yes and…」です。この考え方について振り返り用紙で問い、
毎回の授業で生徒に考えてもらいました。このような形で「探究的なものの考え方」として意識的に扱っ
ていくことにしました。

❸のために：「生徒をファシリテートする」から「生徒がファシリテートする」へ 

　生徒が生徒をファシリテートする機会を設けることで、ファシリテーターとしての目を養い、ファシ
リテーターとして活動に介入できるようになることを目指しました。そうすることで協働的な学びの意
義を感じてもらうことにしました。
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５ 実践した感触はどうか？

①生徒、教師、外部講師が学びを共有

　「何のためにこの授業をしなといけないのかわからな
い」という声が聞こえなくなりました。また、教師どう
しの打ち合わせでは、ICE モデルを介することで具体的
な学びの流れを共有することができるようになりました。
授業の段取りを説明するだけの打ち合わせから、「何をで
きるようになってほしいのか？」、「どうやってできるよ
うになっていくか？」について話し合い、ICE ルーブリッ
クを修正していくための打ち合わせになったと感じてい
ます。外部講師との打ち合わせは、授業内容を教えても
らう時間から、外部講師が「何をしたいか？」、「なぜそうしたいのか？」、「どうやってしたいか？」を
聞いて、ICE ルーブリックを一緒に作っていく時間に変わりました。

② ICE モデルに基づいた振り返り用紙の評価

　ICE モデルを導入することで、振り返り用紙が評価しやすくなったと感じています。活動や体験の感
想を聞くだけの振り返りから、ルーブリックと問い、学びの評価が一体となった振り返りへと変わりま
した。

③教師の見取りの変化

　生徒は普段から仲間をファシリテートしています。これをルーブリックの中に位置づけることで、教
師が意識的にそういう姿に着目し、学びとして評価することができるようになりました。

６ 生徒の変容は？

①何を問われているのかへの意識

　座って話を聞くという時間が大幅に減り、コミュニケーションワークやグループ活動が増えることで、
何を問われているのかということに対しての意識が強まったと感じています。何を調べたらいいのか、
何を考えたらいいのか、どう行動すればいいのかという問いを自分自身に頻繁に問いかけていたように
感じました。

②ジレンマを引き受けた協働

　「劇づくり」では、何度も意見が対立しているグループ
を見かけました。最初は楽しそうに取り組んでいるグルー
プも、物語を収束させていく段階になると簡単にはいき
ません。意見が対立し難しい雰囲気になることもありま
すが、それを乗り越え、上演までにはしっかりと作品を
つくり上げていました。

③ファシリテーターとしての働きかけ

　リーダーが主導権を持って集団を導くというようなグ
ループはほとんど見かけませんでした。最初はそういう

自転車を表現する生徒とコメントする外部講師

学年の生徒たちの前で劇を発表する様子
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グループがあっても、１年間の学びの中で、それぞれの得意不得意を知り、それを生かしながら学びに
取り組む姿が見られるようになりました。

７ 今後の課題は？

①より：ICE モデル自体をどう共有するか？ 

　ICE モデルを導入することで、学びの意義を共有することができるようになりました。しかし、この
成果は取り組みに関わっている人が、ICE モデルについてある程度理解していることを前提としていま
す。日々の授業を行いながら、新たな枠組みを導入して授業を作り直すことはとても大きな負担です。
ICE モデルの共有の仕方に工夫が必要であると感じました。

②より：「yes and…」自体をどう共有するか？ 

　「yes and…」には「肯定的に受け止める」という言葉だけでは捉えきれないものがあります。否定し
ようのない、リアリティを持った他者を受け止めることは、自分と異質なものを受け入れ、そこで生じ
る葛藤や対立、矛盾を引き受けて行動をすることになります。言葉での説明だけでなく、集団の中に「い
る」ときのあり方として共有していくための工夫が必要であると感じました。

③より：「生徒主体の学び」をどう共有するか？

　生徒が学びの主体になることには誰も反対しません。ただし、授業時間や設備が限られている中で、
生徒が自分で考え行動することが必ずしも成果につながるとは限りません。「生徒主体の学び」とはど
ういうことかをもう一度考える必要があると感じました。
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